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 被験者は、５段階で分類されるタナーの思春期発達（Tanner Stage: TS）に基づき、Ⅰ度、
Ⅲ度、Ⅴ度の定義に含まれる年齢の右利きの男子を対象とした。被験者の内訳は、TSⅠ群（プ
レ思春期）：27 名（9.0 ± 0.6 歳）、TSⅢ群（思春期）：31 名（13.5 ± 1.2 歳）、TSⅤ群（ポスト







 脳活動の測定には、近赤外分光法（Near-infrared spectroscopy: NIRS）を用いた。NIRS プロ
ーブは、国際 10/20 法の基準点を参照し、プローブの最下端を Fp１、Fp２と同軸上になるよ
う取り付けた。脳の活動性を示す指標として、OxyHb を用いた。得られたデータは、無表情





結   果 
 TSⅠ群では、実母条件において、APFC の右腹側部（Ch６）に活動の増加が見たれた（F(1, 
260) = 3.93, p = 0.05）。一方、TSⅢ群では、実母条件において、APFC の左腹側部（Ch４）、左
外側部（Ch２, ５）に活動の増加が見られた（Ch４: F(1, 300) = 4.82, p = 0.03, Ch２: F(1, 300) = 
4.95, p = 0.03, Ch５: F(1, 300) = 5.78, p = 0.02）。一方、TSⅤ群では、いずれの条件においても
APFC の活動に増加は見られなかった（channel: F(9, 234) = 0.12, p = 0.10, condition: F(1, 26) = 
0.38, p = 0.54）。 
 
 
考   察 
 TSⅠ群で見られた APFC の右腹側部（Ch６）の活動は、APFC の腹側部が報酬処理に関連
する領域である（Kawabata and Zeki, 2004;Grabenhorst and Rolls, 2011）ことから、乳児期に見
られた母親に対する情動的反応（Minagawa-Kawai et al., 2008）と同質の活動性であり、この
活動性は、9 歳まで維持されることが示唆された。TSⅢ群で見られた APFC の左腹側部（Ch
４）の活動は、APFC の左腹側部が正の情動に関連した報酬予測によって活性化する（Ueda et 
al., 2003）ことを踏まえると、思春期における、母親に対する正の情動的反応を反映した活動
性であることが示唆された。また、APFC の左外側部（Ch２, ５）の活動は、APFC 左外側が
共感性（Farrow et al., 2001）と自伝的記憶（Ryan et al., 2001）に関連することから、母親から
受けた養育経験の想起にすることによって惹起される情動的共感性を反映している可能性が
示唆された。TSⅤ群は、親からの心理的な自立を果たし、かつロマンチックな関係






ける APFC の活動性の変化として反映されていることが示唆された。 
